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Red Hat OpenShift 4 に 
移行する
Red Hat OpenShift では、 
イノベーションに制限は 
ありません。Red Hat  
OpenShift 3 から  
Red Hat OpenShift 4 に移行 
すると、組織全体に次のような 
メリットがあります。

• 自動化によって時間を節約でき
ます。

• 最新の機能を活用できます。

• 開発者向けのツール、機能、 
および統合にアクセスできます。

• データセンターからクラウド、
エッジに至るまで、どこにでも
デプロイできます。

• プラットフォームのアップグレー
ドを単純化できます。

Kubernetes の最新機能を使えるようにする
 Red Hat® OpenShift® は IT ��の中�を成す��であり、重�なビジネスアプリケーションと�用を
サポートします。そして Kubernetes テクノロジーは��に��し�けており、���年間で�くの�しい
イノベーションが開発され、リリースされています。

 Red Hat OpenShift 3 は、購�時には��に�したプラットフォームであったかもしれません。しかし 
2022 年 6 月 30 日から��ライフサイクルフェーズに�ります。��ライフサイクルフェーズでは、セキュ
リティパッチやバグ�正は提供されなくなります。�たな��、ハードウェア��、その他の����は提
供されません。ただし、テクニカルサポート (������を�く)、マニュアル、ナレッジベースの�事、イ
ンストールバイナリー、��のリリースアーティファクトは�き�き�用できます。

 また、現在のビジネスニーズに��するためのタスクや間に�わせの��に��な時間やリソースを�
やしている場�もあるでしょう。クラスタ�理を手動で行っていると、開発サイクルは間�びし、より価�
の�いタスクにかける時間が削られます。サポートされる��、フレームワーク、データベースが�ないと、
開発者の�力が十�に発揮されない場�があります。��のテクノロジーに�するネイティブサポートが
なければ、�しい��を使用する�に大幅な�正が必�になる可�性があります。

 Red Hat OpenShift 4 に�行することで、これらの�題を軽減して��の現在のニーズに��するとと
もに、�来のニーズや技�にも��できるプラットフォームを得られます。

より多くのイノベーションを提供する Red Hat OpenShift 4

 Red Hat OpenShift 4 では、イノベーションに制�はありません。あらゆるアプリケーション、チーム、
インフラストラクチャで�用可�な、セキュリティ重�のハイブリッドクラウド・プラットフォームを活用し
て、優れたアイデアを形にすることができます。チームが��に自由に、すばやく開発できるので、ビジネ
ス価�を��に提供できます。

 � IT ��を向上させる。Operator フレームワークが�み�まれており、クラスタのプロビジョニングや
�理などのタスクを自動�して時間を��できます。

 � �しいテクノロジーを採用する。Red Hat OpenShift 4 を�じて、�械��、エッジサポート、サー
バーレス・コンピューティングなどの�しいテクノロジーや��を�用できます。

 � 開発者の生�性を向上させる。Red Hat OpenShift 4 は、開発者にセルフサービスのプロビジョニン
グとワークフローの自動�を提供し、任�の��、フレームワーク、データベースをサポートします。 

 �どこにでもデプロイできる。Red Hat OpenShift 4 は、��独自のインフラストラクチャでも、クラウ
ドプロバイダーでも、同一のコンテナ・プラットフォームの��を提供し、サービス品�保�をサポート
します。 

 �アップグレードを���する。プラットフォームをアップグレードするときに、アップグレードプロセス
中にコンテナをシャットダウンしたり、ワークロードを別のクラスタに�行したりする必�はありませ
ん。Red Hat OpenShift Update Service は、クラスタごとに��なバージョンを�奨し、��で�頼
性の�い更�を�現します。

 � �用上の知見を得る。OpenShift  向けの Red Hat Insights (Red Hat OpenShift Cluster 
Manager に�まれる)は、ユーザーに��が�ぶ前にリスクの�別と優先順�付けを行い、�決する
のに��ちます。

 �ソフトウェアの購�を単��する。Red Hat Marketplace により、Red Hat OpenShift 4 で��を受
けたソフトウェアを、インフラストラクチャ�体で��に�用、購�、デプロイできます。

Red Hat OpenShift でさらに革新する
エキスパートのリソース、ツール、サービスを活用して Red Hat OpenShift 4 への移行を計画する
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https://twitter.com/RedHatJapan
http://linkedin.com/company/red-hat
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://access.redhat.com/support/policy/updates/openshift_noncurrent/
https://www.redhat.com/ja/about/videos/red-hat-openshift-operators-framework
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/updating_clusters/understanding-the-update-service
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000003BjYLAA0&sc_cid=7013a000003BjYLAA0
https://cloud.redhat.com/openshift/
https://cloud.redhat.com/openshift/
https://marketplace.redhat.com/en-us


2jp.redhat.com 概要 Red Hat OpenShift でさらに革新する

移行に関する考慮事項
 プラットフォームの�行には、�重な��が必�です。Red Hat OpenShift 4 は、�しいアプローチで
クラスタのデプロイと�理を行います。Red Hat OpenShift 3 から 4 への�行を��する場�は、いくつ
かの主な�いを理�することが重�です。

 �不�のインフラストラクチャ。Red Hat OpenShift 4 は、Red Hat Enterprise Linux® CoreOS (不
�のコンテナホスト) を使用してコンテナ�アプリケーションを�行し、また、��的なインストール、
Operator による�理、アップグレードの単��を可�にします。

 � Red Hat OpenShift Operator。Red Hat OpenShift 4 の���である Operator は、Kubernetes 
アプリケーションをパッケージ、デプロイ、�理する手�です。Operator は、事前に�義されたトリガー
イベントについてクラスタを��し、これらのイベントが発生した場�は自動的に��することができ
ます。

 �インストールプロセス。Red Hat OpenShift 4 は、インストールプログラムを使用してクラスタの作成
を単��します。このプログラムを使用すると、インフラストラクチャをプロビジョニングしてそのイン
フラストラクチャにクラスタをデプロイしたり、すでにプロビジョニングしたインフラストラクチャにク
ラスタをデプロイしたりすることができます。クラスタが�行されたら、オペレーターを使用してクラス
タを構成し、�しいサービスをインストールできます。 

 �アップグレード。Red Hat OpenShift 4 では、クラスタは、クラスタノード上のコンテナホストへの更�
を�め、自�の更�を�理します。Web コンソールやコマンドライン・インタフェース (CLI) を使用し
て、クラスタを簡単にアップグレードできます。Operator は自動的にアップグレードされます。

 これらの�更によって、�行中および�行�のインフラストラクチャ、アプリケーション、�用にどのよ
うな��があるかを��しましょう。ストレージ、ネットワーク、���、ロギング、セキュリティ、および
��の構成を必ず��しましょう。各�野の�行に�する��事項の��は、Red Hat OpenShift ド
キュメントの「�行の��」セクションをご�ください。

移行のプロセスを計画する
 �行のプロセスは、どの��でもほぼ同じです。主�な�行手順の��を� 1 に示しました。それぞれ
の項目については�のセクションで��します。

自動化とプロセスの
レビュー

アプリケーションと機能を
評価し、移行を計画する

セットアップと認証

クラスタのセットアップ、
プラットフォームの認証、
ワークロードとプロセスの

検証を行う

移行

プロダクション・
ワークロードを 

Red Hat OpenShift 4 
に移行する

認識と知識供与

Red Hat OpenShift 4 の
運用とメリットについて

学ぶ

サンドボックスでの
テスト

Red Hat OpenShift 4 と
その概念に精通する

図 1. Red Hat OpenShift 3 から 4 への移行プロセスの概要

自信を持って環境を 
スケーリングする

Red Hat OpenShift Plus は、 
高度なセキュリティ機能、 

Day 2 の管理機能、グローバル・ 
コンテナ・レジストリなど、 

複数のクラスタ間での大規模な 
運用に必要なあらゆるものを 

備えています。

Red Hat OpenShift Plus の 
詳細をご覧ください。

http://jp.redhat.com
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/migrating_from_openshift_container_platform_3_to_4/planning-migration-3-4
https://docs.openshift.com/container-platform/latest/architecture/architecture-rhcos.html
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.2/html/operators/olm-what-operators-are
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.4/html-single/migration/index#planning-migration-3-to-4
https://www.openshift.com/products/platform-plus
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ステップ 1：認識と知識供与

 Red Hat OpenShift 4 について�び、��にとってのメリットを理�します。

 �ドキュメントを�み、デモを��し、トレーニングコースに��します。 

 � 同業者とベストプラクティスについて�し�います。

 �マネージドサービスなど、�しいサービスや��サービスを見つけて�価します。

ステップ 2：サンドボックスでのテスト

 サンドボックスおよびテスト��を使用して、Red Hat OpenShift 4 とその��に精�します。

 � �料トライアル、インタラクティブな��シナリオ、またはサンドボックス��から�めます。

 � Red Hat OpenShift 4 をラボにインストールして、構成の�在的な問題を��し、��を��します。

 � ��、バックアップ、リカバリー、�量�理、パフォーマンス��など、Day 2 オペレーションを 
Red Hat OpenShift 4 の��にマッピングします。

ステップ 3：セットアップと認証

 Red Hat OpenShift 4 クラスタのセットアップ、プラットフォームの��、ワークロードとプロセスの�
�を行います。

 � Red Hat OpenShift 4 を��のプロセスに従って問題なく使用できることを��します。

 �アプリケーション、ワークロード、プロセスを Red Hat OpenShift 4 で��します。

 � Day 2 オペレーション、セキュリティアプローチ、その他の重�な情�を�書�し、このナレッジを�用
チームに�えます。

 � 必�に�じて、正式な�制コンプライアンスのテストとレポートを�行します。

ステップ 4：自動化とプロセスのレビュー

 アプリケーションと��を�価し、�行を��します。 

 �アプリケーションのアーキテクチャ (�前�間付きリソースと�前�間なしリソース、クラスタ��の
ネットワーク構成、ステートフル・アプリケーション用のストレージ、ネットワーク・トラフィック・リダイ
レクトのオプションなど) と、ダウンタイムに�する��の���を�価します。

 � 各アプリケーションの�行��を��します。��的インテグレーション/��的デプロイメント (CI/
CD) パイプラインを使用してアプリケーションを�しい��に再デプロイし、その�、永�ボリューム
データをコピーするという��が理想的です。自動�されたパイプラインによるデプロイメントが不可
�な場�は、コンテナ�行ツールキット (MTC) を使用して、クラスタ間でアプリケーションを�行す
ることができます。Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes は 3.x クラスタを簡
単にインポートおよび�理し、ポリシーを�用し、アプリケーションを再デプロイするのに��つの
で、�行をスムーズに�めることができます。�料の Red Hat Advanced Cluster Management for 
Kubernetes  サブスクリプションを�得して�行のためにお��てください。

 �アプリケーション�行の目標とスケジュールを��します。

ステップ 5：移行

 プロダクション・ワークロードを Red Hat OpenShift 3 から Red Hat OpenShift 4 に�行します。

 �アプリケーション�行の予�を��するか、または、アプリケーションの�有者に、スケジュールに従っ
てアプリケーションを�行するように�頼します。

 � ��に従って、すべてのアプリケーションとワークロードを�行します。

マネージドサービスを活用する
Red Hat は、主要なクラウド 
プロバイダー・パートナーと協力 
して、デプロイメントと運用を 
単純化する Red Hat OpenShift  
マネージドサービスを提供して 
います。これらのサービスは、 
Red Hat OpenShift 3 と 4 の 
ブリッジにもなります。

利用可能なサービスは次のとおり
です。

• Red Hat OpenShift 
Dedicated

• Red Hat OpenShift Service 
on AWS

• Microsoft Azure Red Hat 
OpenShift

• Red Hat OpenShift on IBM 
Cloud

マネージドサービスのメリットに 
ついて詳細をご覧ください。

http://jp.redhat.com
https://access.redhat.com/products/openshift
https://demo.openshift.com/en/latest/
https://www.redhat.com/ja/services/training/all-courses-exams?f%5B0%5D=taxonomy_product_tid%3A6921
https://www.openshift.com/learn/topics/managed-services
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/try-it
https://learn.openshift.com/
https://developers.redhat.com/developer-sandbox
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/migrating_from_openshift_container_platform_3_to_4/about-migrating-from-3-to-4
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/migrating_from_openshift_container_platform_3_to_4/about-migrating-from-3-to-4
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/migration_toolkit_for_containers/index
https://www.redhat.com/en/engage/free-access-redhat-e-202202170127
https://www.redhat.com/en/engage/free-access-redhat-e-202202170127
https://www.openshift.com/products/dedicated/
https://www.openshift.com/products/dedicated/
https://www.openshift.com/products/amazon-openshift
https://www.openshift.com/products/amazon-openshift
https://www.openshift.com/products/azure-openshift
https://www.openshift.com/products/azure-openshift
https://www.ibm.com/cloud/openshift
https://www.ibm.com/cloud/openshift
https://www.openshift.com/learn/topics/managed-services
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エキスパートの支援を受けて、より簡単に移行する
 お��が�行プロセスのどの��にあるかを問わず、Red Hat は、��かつ�易な�行を可�にする
リソース、トレーニング、ツール、サービスを提供します。

リソース

 � Red Hat カスタマーポータルの Red Hat OpenShift�Red Hat カスタマーポータルは、�品ドキュメ
ント、トラブルシューティング・ツール、ナレッジベースやソリューションに�する�事、ディスカッション、
およびテクニカルサポートへのアクセスを提供します。 

トレーニング

 � Red Hat OpenShift トレーニングコース�Red Hat は、��のビジネス目標に�わせた�地のトレー
ニングと��的な��パスをご用�しています。

 � Red Hat OpenShift Migration Lab (DO326) トレーニングコース�このコースは、Red Hat 
OpenShift 3 から 4 へのワークロード�行を担当するプロフェッショナル向けに、��的な作業体�
を提供します。 

ツール

 �コンテナ�行ツールキット (MTC)�MTC は、ステートフルおよびステートレス・アプリケーションを、
Red Hat OpenShift 3 のソースクラスタから Red Hat OpenShift 4 のデスティネーション・クラスタ
に�行します。また、Red Hat OpenShift 4 のクラスタ間でアプリケーションを�行することもでき
ます。

サービス

 � Red Hat テクニカル・アカウント・マネジメント・サービス�このサービスでは、��な技�を�えた
�品スペシャリストが��と積�的に��し、Red Hat ソリューションを使用してビジネス成果を�
成できるよう�援します。Red Hat OpenShift を専門とする Red Hat テクニカルアカウントマネー
ジャー (TAM) は、クラウドの��と、Red Hat OpenShift および Red Hat の PaaS (Platform-as-a-
Service) ベースのツールセットに�する知�を持っています。 

 � Red Hat Openshift 3 から 4 への�行サービス�Red Hat サービスは、Red Hat OpenShift 4 に
ワークロードをデプロイするパイプラインの構築を�援します。この 8 - 12 �間の�り�みにおいて、
Red Hat のエキスパートは ワークロードを��し、プロダクション・クラスタのセットアップを�援し、
�しい��の動作��を行います。

お客様事例：Sopra Steria

 Sopra Steria は、��さとコストを削減し、セキュリティを向上させ、開発者による��を��する必�
がありました。同�は、174 個のアプリケーションを Red Hat OpenShift 3 から 4 に�行して、�用を�
�し、セキュリティ更�を自動�し、開発者に�しい��を提供しました。

 Sopra Steria の体�について、��は Web セミナーをご�ください。 

Kubernetes の����が�用
可�に

「以前はクラスタに 
ノードを 1 つ追加するのに 
半日かかっていました。 

今ではボタンをクリックする 
だけなので、約 4 分で 

完了します」 

SOPRA STERIA 
DEVOPS アーキテクト 

MICHAEL COURCY 氏

自動化によるメリットを得る
アプリケーションの移行には、 

CI/CD パイプラインとアプリ 
ケーション・ライフサイクル管理 
手法を使用するのが理想的です。 
これらの自動化されたプロセスに 
より、組織は継続的に効率、 

スピード、信頼性という 
メリットを得られます。移行に 
役立つアプリケーションの 

パイプラインおよび自動化の 
設定を検討しましょう。そして、 

継続的にメリットを享受 
しましょう。

�用からユーザーのニーズへと
�点をシフト

セキュリティ��を向上 

http://jp.redhat.com
https://access.redhat.com/products/openshift
https://www.redhat.com/ja/services/training/all-courses-exams?f%5B0%5D=taxonomy_product_tid%3A6921
https://www.redhat.com/ja/services/training/do326-red-hat-openshift-migration-lab
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html/migration_toolkit_for_containers/index
https://access.redhat.com/support/offerings/tam/
https://www.openshift.com/learn/topics/migration
https://www.youtube.com/watch?v=lgWSUe6gDlY&feature=youtu.be
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お客様事例：Education Payroll Limited

 Education Payroll Limited は、2 �間ごとに 14,000 件の��処理を手動で行っていましたが、��
な上に時間がかかるため、EdPay というデジタル��アプリケーションを作成して�き�えることにしま
した。同�は当�、Red Hat OpenShift 3 を��していましたが、��された�用��を�用するために 
Red Hat OpenShift 4 に�行しました。

 Education Payroll Limited の体�について、��は事�をご�ください。

さらに詳しく
 Red Hat OpenShift 4 に�行することで、��の革�と�用をより��的かつ�果的に行うことがで
きます。Red Hat は、専門的なリソース、ツール、サービスを提供し、より��で簡単な�行を�現できる
よう�援します。�行プロセスを��するにあたり、まず�のことから�めましょう。

 �アカウントマネージャーに��します。

 � �行の��状況を�価します。

 �テクニカルサポートを受けます。

「以前は、インフラ 
ストラクチャのセット 
アップとソフトウェアの 

インストールに 
数時間から数週間かかる 

ことがありました。 
Red Hat OpenShift [4]  

を導入した今では、 
サーバーと 

アプリケーションコンテナ 
の構築が、毎回 
適切なバージョン、 

適切な構成で、30 秒で 
完了します」 

EDUCATION PAYROLL LIMITED 
テクノロジーおよび製品部門統括責任者 

ANNA BRODIE 氏

DevOps アプローチとの 
コラボレーションを向上

�半期ごとのアンケートで 
ユーザー�足�が 30% 向上 

アプリケーションのライフ 
サイクルを��し、��間�の 
作業を削減
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